
 令和８年度庁議報告事項 

第１１回庁議（２０２６年９月１４日）    子ども教育部子育て支援課 

 

【件名】 

ベビーシッター利用支援事業（一時預かり利用支援）の見直しについて 

 

【要旨】 

  ベビーシッター利用支援事業（一時預かり利用支援）を利用する際、保護者

は、原則として保育対象となる児童一人につき保育従事者（ベビーシッター）

一人の派遣を依頼することが必要であるが、保護者が契約において同意し、保

育対象の児童とその兄弟姉妹について、保護者と保育従事者が共同保育を行

う場合は、例外として複数児童の保育を一人の保育従事者に依頼することが

できる。 

今回、安全性を確保しつつ保護者の利便性向上を図るため、東京都ベビーシ

ッター利用支援事業（一時預かり利用支援）補助要綱が改正され、共同保育の

要件を満たさない場合であっても、一定の要件の下で一人の保育従事者が複

数児童の保育を行うことができる特例が定められたことから、区におけるベ

ビーシッター利用支援事業（一時預かり利用支援事業）について、次のとおり

運用の見直しを行う。 

 

 

１ 特例の内容 

 満１歳以上の兄弟姉妹２名までの保育の場合であって、かつ以下の要件を満

たしているとき。 

（１）保育従事者（ベビーシッター）は、有資格者（保育士又は看護師）である

こと。 

（２）保育を行う場所は、児童の自宅であること。 

（３）保護者が契約において書面で同意していること。 

（４）ベビーシッター事業者が実施に同意していること。 

 

２ 今後の運用について 

令和８年１０月から特例により利用したベビーシッター利用料について補助

の対象とする。 

 


